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特願2017-125886　 照明装置

計測指向機械学習を用いた
超ロバスト高速小型ローコストセンシング
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先端計測、先端センシング、計測指向機械学習、嗅覚センサ、ナノポア計測、ナノギャップ計測、
１分子計測、超解像顕微鏡、振動センシング

特開2017-120257 分類分析方法、分類分析装置および分類分析用記憶媒体
特開2018-141650 化学センサによる試料識別方法及び装置

レーザー、ＩｏＴ、照明、走査

　可視光半導体レーザー光の高速走査をベースとした
“IoT照明ステーション”は、レーザーセンシング(LiDAR)で
収集したデータを信号処理し、得た制御情報でレーザー
出力を行い、必要な人および物に必要な時に、必要なだ
けの明かりや情報、エネルギーを提供するものである。
これにより超省エネ照明実現とともに多岐の応用が可
能となる。

レーザー走査による
IoT照明ステーション

研究の概要

　IoT社会の到来を背景として、様々な新しいセンサや計測装
置が開発されつつある。一方、その多くが複雑な計測原理を
用いて厳しい条件で複雑な対象を捉えるものになっており、
複雑な形式を有する計測データを大量に処理する必要に迫
られている。このような背景から機械学習などの情報処理技
術が、補助的立場ではなく計測処理の中核を占め、もはやそ
れ無しには多くの先端計測・センシングが成立しない状況に
なりつつある。当研究室では、先端計測・センシングに従来の
機械学習を導入した高精度化を目指すだけではなく、計測に
適した機械学習原理を基礎理論から応用に至るまで研究開
発し、ハードデバイスを情報処理で置き換える計測指向機械
学習を提案している。これにより、ニオイセンシング、微小生体
センシング、１分子計測、超解像イメージング、振動センシン
グなど多くの先端計測分野において、必要最小限のデバイス
を用いた超ロバスト、超高速、超小型、超ローコスト計測・セン
シングを実現している。

研究の概要

　“IoT照明ステーション”の基本動作原理を実証、実
現の見通しをつけた。３つの想定課題とその対応結
果は以下であり、社会実装可能性が高まっている。

走査利用機能として、可視光半導体レーザーによるセ
ンシング(LiDAR)、照明、表示、光給電、空間光通信を実
証、およびその連動性を検証した。
IoTに対応可能な超高速化を実現する光走査方式の開
発として、MEMS等従来のメカニカルな方式に代わる強
誘電体電気光学結晶を用いた分極反転型デバイス構
成により高速角度可変動作を実証した。
高指向性と高速変調を可能とする多色半導体レーザー
直接走査にて照明を得る際、高い演色性確保のため
赤、緑、青に加え実現されていない黄色半導体レーザー
の開発方策を明らかにした。

・

・

・ 

社会実装に向けた将来展望

　計測指向機械学習は計測・センシング全般に適用可能な
汎用技術であり、すでに多数の先端計測装置・センサの実
用化を果たしている。今後も、新たな計測・センシング問題へ
の適用によって、多くの実用成果が得られると期待される。

社会実装に向けた将来展望
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